
1　実施概要

（１） 意見募集期間 ： 令和4年2月1日(火)から令和4年2月22日(火)まで

（２） 意見提出者数 ： 3人　

（３） 意見数 ： 7件
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「第２次宇部市スポーツ推進計画（素案）」

パブリックコメントの実施結果について

基本理念と基本目標

策定の趣旨

2　意見と対応
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施策４　魅力あるスポーツ事業の創出



「第２次宇部市スポーツ推進計画（素案）」に対する意見と対応方針

No. 項目 頁 意　　　見　と　提　　　案 対応に向けた考え方 対応区分

1 計画全体に関するもの －

《意見》
推進計画を伝えているが、伝わっていないのでは意味がありません。
計画書そのものには何の価値もありません。価値を付けるのは人です。

《提案》
推進計画を閲覧した人数やアクセス数を把握する手立てが必要です。
推進計画の「理解者→賛同者→協力者」（仲間）を増やすためには、市
民の視点に立った情報発信が有効です。ＥＸ「概要版」

　計画策定にあたり、今後のスポーツ推進の取組をわかりやすく説明する概要
版を作成し、併せて宇部市ウェブサイト等に載せるなど周知を図ることで、広
くご理解が得られるよう取り組みます。

ウ

2

施策１ 生涯にわたる
スポーツ機会の提供

（する・みる・ささえ
るスポーツの推進）

9

《意見》
「多様性に配慮した共生社会に繫がる取組の必要性がある」は、社会の
大きな流れです。その流れに乗り遅れないことが重要です。

《提案》
別紙と写真を添付します。

　多様性に配慮した共生社会に繋がる取組については、パラスポーツの振興の
一つとして、宇部市パラスポーツクラブと連携しながら「市民ボッチャ大会」
を開催する予定としていましたが、令和２年度、令和３年度と新型コロナウイ
ルス感染症の拡大防止のため中止となっています。
　今後もこのボッチャ大会を中心として、パラスポーツの理解や普及に努める
とともに、共生社会の実現に向けて取り組みます。
　また、プロ・トップスポーツチームと連携し、共生社会の実現に向けて、観
戦モニターツアーを実施します。

＜掲載ページ＞
　・P26 施策3-(4)「共生社会の意識向上を図るためボッチャ大会の開催など
　　　　　　　　　 によるパラスポーツの普及・啓発」
　・P28 施策4-(2)「共生社会の実現のためのホームタウンチームと連携した
　　　　　　　　　 観戦モニターツアーの実施」

ア

3
施策２ スポーツに親
しむ環境の整備・充実

18

《意見》
「スポーツ指導者の人材確保及び育成」は、最重要課題です。

《提案》
競技団体に指導者リストの作成と提出を求め、情報発信の対象者とす
る。（的を絞った働きかけ）

　スポーツ少年団や学校運動部活動において、指導者の不足や高齢化が進んで
います。そのため、人材確保や育成については、本市のスポーツ推進を図る上
での最重要課題であると認識しています。
　ご提案のありました指導者リストの作成など、今後、取組を進めていく上で
の参考とさせていただきます。

ウ

4
施策２ スポーツに親
しむ環境の整備・充実

18

《意見》
店舗営業を始め3年半がたちますが、お客様の声でよく伺う「子供を安心
して遊ばせる場所が近所にない」といった話がでます。

《提案》
お客様から「車に乗せて宇部空港ふれあい公園や恩田公園へ自転車の練
習に出かけます」と言った話を伺います。
それぞれの地域で気軽に自転車の練習ができる場所があれば、親子で出
かける時間も増え、乗り方を覚えた親子でのサイクリングが行えるよう
になり1人だけの運動ではなく家族など複数人での運動となり、スポーツ
推進の一助になるのではないかと考えます。
自転車に限らずに親子で利用しやすい公園などの整備なども考えていた
だきたいと思います。

　市内にある都市公園は、総合公園のときわ公園をはじめ、街区公園が６２箇
所、近隣公園が９箇所、地区公園が５箇所、運動公園が２箇所および風致公園
が２箇所の合計８１箇所の公園を開設しており、市のウエブサイトでも都市公
園の紹介をしています。
　現在、市では、老朽化した公園遊具の更新の際には、人気の高い複合遊具の
整備や公園トイレの建て替えを年次的に実施しており、神原公園では、毎週土
曜日にプレーパークを開催するなど親子の触れ合いの場の創出に取り組んでい
ます。
　また、恩田運動公園においては、恩田スポーツパーク構想に基づく整備を進
める中で、誰もが気軽に利用できる広場の整備も検討しています。
　さらに、山口宇部空港内の「山口宇部ふれあい公園」においては、家族がふ
れあい、子育て世代の憩いの場となるよう、大型遊具を設置することとしてい
ます。
　なお、「施策２スポーツに親しむ環境の整備・充実」において「公共スポー
ツ施設に限らず、親子でも利用しやすい身体を動かす環境整備の促進」とし
て、主な取組を１項目追加し、いただいた御意見を反映しています。

イ



「第２次宇部市スポーツ推進計画（素案）」に対する意見と対応方針

No. 項目 頁 意　　　見　と　提　　　案 対応に向けた考え方 対応区分

5
施策２ スポーツに親
しむ環境の整備・充実

24

《意見》
もっと大胆に恩田スポーツパークを変化させ、恩田スポーツパークを
市・県の代表するものにすべきと思う。

《提案》
私は、宇部市にプロ選手が利用できる施設を作るべきと思う。これま
で、様々なスポーツに挑戦してきて、やはりプロの存在や影響はかなり
大きいと思う。周辺の住民もプロのプレーを一目見ようとする人が多い
と思う。そこで、恩田スポーツパークの改良が必要だと思う。恩田ス
ポーツパークは、宇部空港が近くにあり、とても交通の便が良いと思
う。山口県内で二か所の内の一つの宇部空港があるので、上手く利用す
るべきと思う。

　恩田スポーツパーク構想を策定する際には、市民アンケートや市民ワーク
ショップなども実施した結果、3つの方針を定めました。
　その3つの方針は、
　　・方針1 誰もが気軽に利用が可能
　　・方針2 大会やイベント等の開催が可能
　　・方針3 スポーツを「観る」ことが可能
としており、誰もが利用しやすい公園とするとともに、トップレベルのスポー
ツイベントが開催でき、多くの市民が観ることができる施設を整備することと
しています。
　また、アーバンスポーツが楽しめる施設整備も進めることにより、若い世代
で賑わう場を創出することとしています。
　これまで以上に、多世代にわたる市民にとって利活用のしやすく、また、プ
ロスポーツの試合や選手との交流が可能となる恩田スポーツパークとしていき
ます。

ウ

6
施策２ スポーツに親
しむ環境の整備・充実

24

《意見》
体育館のより良い使い方。利用できるバリエーションを増やすべき。

《提案》
友人との会話の中でLIVE会場が無いという話がでました。恩田スポーツ
パークの体育館をLIVEなど出来るように改善し、宇部市の観光大使であ
るAyaseさんにお願いして、YOASOBIとしてLIVEを行ってもらえれば、大
勢の市民や県外からも訪れると思う。そこで、駐車場が必要になってく
るが、恩田スポーツパークの体育館なので、土地が広くサブグラウンド
や陸上競技場として利用できるようになる。また、立体駐車場を作るこ
とで、市の収入も向上してくると思う。

　俵田翁記念体育館は、スポーツ、レクリエーションの振興を図り、市民の健
康の保持増進に資するための体育施設ですが、スポーツに限らず様々な興行等
の開催も可能となっています。しかしながら、住宅街の近隣に立地しているこ
とから、音量や夜間の照明などへの配慮や事前の近隣住民との調整などが必要
となってきます。
　また、駐車場については、来場者が多く見込まれる場合には、現状では、と
きわ公園などに臨時駐車場を開設し対応しているところです。
　頂いたご意見は、今後事業を進めていく上での参考とさせていただきます。

ウ



「第２次宇部市スポーツ推進計画（素案）」に対する意見と対応方針

No. 項目 頁 意　　　見　と　提　　　案 対応に向けた考え方 対応区分

7
施策２ スポーツに親
しむ環境の整備・充実

28

《意見》
プロ選手に限らず、YouTubeも利用し発信していく。現在、影響力のある
ものを利用

《提案》
プロが満足するようなクオリティーのスポーツ施設を一つでも作ること
で、その施設にプロを呼び体験教室の実施（ふれあいの場）や練習・合
宿に利用してもらい、見学できるようにする。プロがまた利用したいと
思える施設を、プロと共に作り上げるのが良いと思う。プロと共に創っ
た施設を活かし、宇部市のスポーツ施設として宣伝していく。また、10
万人、50万人登録者のいるYouTuberなどにも利用してもらい宣伝してい
く。YouTubeは現在、最も影響力があると思うので利用していく。そうす
ることで、まず、周辺の住民がそのスポーツに興味を持ち、挑戦する人
が出てくると思う。次に、「プロが認めた、作ったコートでプレーした
い！」や「YouTuberに影響されて行きたい！」という人が市外・県外か
ら訪れると思う。そうすることで、上で述べたように空港などの公共交
通機関が利用する人が多くなり、市の収入が向上していくと思う。

　現在、スポーツの推進として、スポーツをするきっかけ作りや各競技の振興
を進めており、令和4年度から計画期間が始まる本計画では、プロスポーツ
チームやトップアスリートと連携・協働した取組を実施していくこととしてい
ます。
　また、庵野秀明監督やYOASOBIのAyaseさん、レノファ山口のご当地選手の島
屋八徳さんなど、宇部にゆかりがあり、様々な分野で活躍する「宇部ふるさと
大使」と連携しながら、本市の魅力を発信しています。
　今後、取組を実施していく中で御意見のあった内容を参考に実施方法や周知
方法を検討していきたいと思います。 ウ

また、このスポーツを取り組む上でスポーツ施設は「恩田スポーツパー
クでしょ！」となれば、最終的に全国大会の会場になるかもしれませ
ん。そうすると、バスやタクシー、宿泊施設が必要になる。宿泊施設の
工夫で宇部出身の庵野秀明監督がいるので「エヴァンゲリオン」のデザ
インルームなどを作ると、さらに人が訪れると思う。プロが利用できる
施設を20・30年計画を立てて実行し、作り出すことで宇部市を訪れる人
が多くなると思うし、施設環境が整っているので、プロチームが結成さ
れたり、他のプロチームの練習・合宿に利用されると思う。宇部市民の
方もプロが訪れるのは、ととても嬉しいと思う。プロ選手が利用できる
施設を作ると誰もがスポーツを楽しむことができ、健康寿命の変化もあ
るかもしれません。また、空港や宿泊施設などの市が発展し、各地から
人が訪れる街が作られると思う。私は、今まで宇部市に住み続けてきま
した。これからも住み続けたいと思っています。その中で、このような
取組を行えば、もっとより良い街になると思います。


